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使用説明書-保証書 


このたびは、弊社製品をお買し让げしすこだきありびとう 
ございます。 

この説明書には、フジフイルムインスタントカメラ 
instax mini 己 OS の使い方びまとめられています。 
内容をよくご理解の上、正しくご使巧ください。 



FUJSfILM 


富±フイルム株式会社 


♦本製品のお問合せ巧 

冨±フイルム円ヴポートセンター 

ナビダイヤル 0570-001-080 

SSsaS ： づ呼び出し音の前こ NTT より通信料の目安をお知らせします。 


受付時間：月曜日〜金曜日日： 00〜17 : 40 (±日祝日、年末年始を賴く） 

^ PHS • IP 電話- NTT 政列の固定電話などナビダイヤルをご利用いただけない場合は、日巨-目2目日-日目8日にお願いします。 


•本製品の修理受付窓 □ 

富±フイルムフィルムカメラ修理相 i 炎窓 □ 

tel 0己 0-3786- 1640 / fax 050-3786-2050 

受付時間：月曜日〜金曜日日： 00〜17 : 40 (±日祝日、年末年始を除く） 

^ FAX での受け付けは24時間行っておりますび、返信応答は電話の受付時間と同じでず。 

►修理品を持参または送付される場ちは、 http :// fujifilnn . jp / support / をご黃くださし、。 


•富±フイルム製品のお問合せ先 
富±フイルム株式含社 

お客様コミュニケーションセンター 03-5786-1711 

干1 07-00 己2東京都港区ホ坂日 T 目7蚕3号 
冨±フイルムホームぺージ： http :// fujifilm . jp / 


FUJSflLIM 巧証書 

製品を 

instax mini 50S 

保証期間 

お買い上げ曰から本体 1 年間 

ご購入年月日 

年月日 



店名印 


おぎ巧 

お名前_ 様 TEL 

ご住所 


※本保証書は、曰本国巧に限り有効です。 
※刊に warranty is valid only in Japan . 


[ このよ5なとをは… 


ホームページの『日 & A 』 もご参照ください。 

n 

■撮影中このようなときは… 

1 

http :// fujifilm . jp / support / 

」 


このよラなとさは 

考え5れる原因 

こラしてください 

シャッターび切れない。 

① 電地び消耗している。 

② 電地の入れ方び間違っている。 

③ " ち " び点ミ威している。 

④ 電源 ON のまま何ち操作をしないで已分政上放置し 
ていた。 

⑥フィルムカウンターびぶ"になっている。 

① 電池を交換します。 

② 電池を正しく入れてください。 

③ フラッシュ充電中です。 " ち " び点滅しなくなるまでお待ちくだ 
さい。 

④ POWER ボタンを巧して、電源を入れてください。液晶表示部 
の" ち " び点滅しなくなったら撮影でさます。 

⑥フィルムパックを取り出し、新しいフィルムパックを入れてく 
ださい。 

フィルムび入らない、または 
スムーズに入らない。 

①撮影しようとしているフィルムパックびこのカメラ 
に適合しない。 

③入れ方び正しくない。 

①フジフイルムインスタントカラーフィルム instax min 階使 
用します(他のフィルムは使用でさません)。 

③フィルムパックの黄色の線とカメラの位置合わせマーク(黄)を 
合わせて入れます。 

シャッターボタンを押してち 
電源び OFF になる。 

♦電池び消耗している。 

♦電池を交換します。 

カウンター(数字または" f ") 

び点減している。 

♦カメラに異常び発生した。 

① POWER ボタンを巧して、電源を入れ直してください。 

②①を試しても改善しなし囉合は、實±フイルムフィルムカメラ 
修理相談窓□へご相談ください。 


■出来上がった写真びこのよラなときは… 


このよラなとさは 

考え5れる原因 

こラしてください 

出むびった写真が白っぽい。 

①濃淡コント□-ルび© [ UGHTEN ] にセットされて 
いる。 

①濃淡コント□-ルを [ NORMAL ] (表示なし）にセッ ト します。 


③撮影時の温度び低い(已む政下)。 

③撮影前の力;ラを暖かし1堤所に置し、てから撮影してください。 
また、送り出された写真をポケットの中などで温めまず。 


③背景び被写体より暗すぎる。 

③濃淡コント□-ルを® [ DARKEN ] にセットします。 


④ AE 受光窓、またはフラッシュ受光窓をふさいで 

④ AE 受光窓、フラッシュ受光窓をふさびないように、カメラの 


いた。 

構えちに注意してください。 

出来上がった写真び暗い。 

①濃淡コント□-ルび® [ DARKEN ] にセットされて 
いる。 

①濃淡コント□-ルを [ NORMAL ] (表示なし）にセッ ト します。 


②撮影時の湿度び高い(40で1；|上)。 

②カメラを涼しい場所に置しでから撮該してください。また、送 
り出された写真を熱し化のの上や近くに置かないでください。 


③逆光で撮影した。 

③順光撮影を行うか、 i 強制発光モードでフラッシュ撮影を行っ 
てください。 


④フラッシュ発光部、冉 E 受光窓、またはフラッシュ受 
光窓をふさいでいた。 

④カメラの構え方に注意してください。 


⑥背景び被写体より明るすぎる。 

⑥濃淡コン ト □-ルを© [ LIGHTEN ] にセットします。 


⑧フラッシュの光び届かない。 

⑧被写体から0.已 m 〜 3 m の範囲に近づいて撮影しまず。 


⑦鏡やガラスなどによるフラッシュ反射光の影響を受 
けている。 

⑦鏡やガラスに対して斜め方向から撮影します。 

画面びぼんやりしている。 

①撮影距離び近すぎる。 

① 0.6 m じ(上離れて撮該します。 


②撮影距離の設定び適切でない。 

③被写体の距離に含わせて撮影距離をセッ ト します。 


③撮影レンズび巧れている。 

③弊社フイルムカ方ラ修理相談窓□にご相談ください。 


④手ブレのため。 

0カメラをしっかり構えて、ゆっくりシャッターボタンを押しまず。 
オー ト モード、 ii 遠景モードで室内や暗い屋外での撮影時に 
はス□-シャッターになりまずので、テープルや H 脚などを利 
用してカメラを固定することをおすすめします。カメラを固定 
でさないとさには、ち強制発光モードで撮影してください。 

画面にむらびある。 

①取り出してすぐ写真に圧力び掛かった。 

①画面内を押さえたり、曲げたりしないでください。 


②写真びスムーズに送り出されなかった。 

②フイルム出□を指などでふさびないでください。 

フアインダーでねらったをの 
とズレて写った。 

♦ 撮該距離び近ずぎる。 

♦ 0.巨上離れて撮影します。 


まをにごほ用いただ< ために 


この製品および付属品は、写真撮影じ(列の目的に使巧しないで<ださい。 

製品の安全性には十分配慮しておりますび、下記の内容をよくお読みの上、正しくご使巧くださし、。 
この説明書はお読みになった後で、いつでを見られるところに必ず保管してください。 


A 警告 


A ま意 


この表示を無視して誤った取り振いをすると、人び死亡または重傷を負う巧 
能性び想定される内容を示しています。 


この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人び傷害を負ラ可能性び想定 
される内容、および物的損害のみの発生び想定される内容を示しています。 


A 


化 


® 絶対に分解しないでください。感電の原因になります。 

落下などにより内部び露出したときは、絶対に触れないでください。高圧回路びあり感電する原因になります。 

^カメラ(電池)び熱くなる、煙び出る、焦げ臭いなどの異常を感じたときは、ただちに電池を取り出してください。発乂ややけどの原因になります(電 
池を取り出す際、やけどには十分ご注意ください)。 

じ；フラッシュを人の目に近づけて発光しないでください。一時的に視力に該響ずることびあります。特に乳幼児を撮影ずるときは気をつけてください。 

^カメラを水中に落としたり、巧部に水または金属や異物などび入ったときは、ただちに電池を取り出してください。発熱■発火の原因になります。 

引火性の高いガスび充満している場所や、ガソリン、ベンジン、シンナーなどの近くで力 ラを使巧しないでください。爆発や発火■やけどの原因 
になります。 

カメラは乳幼児の手の届かないところに置いてください。乳幼児び誤ってストラップを首に巻を付けると、窒息する原因になります。 

電池の分解、加熱、乂中への投入、充電、ショートは絶対にしないでください。破裂の原因になります。 

^指定政がの電池を使わないで<ださい。発熱•発火の原因になります。 

電池は乳幼児の手の届かないところに置いてください。乳幼巧び誤って飲み込む原因になります。万一飲み込んだ場合には、ただちに医師の診察を 
受けてください。 

A 付属の接写レンズを通して太陽を見ないでください。失明の原因になります。 


A 注意 


カメラを说らしたり、妨れた手で触ったりしないでください。感電の原因となることびあります。 

自乾車や自動車■列車などを運乾している人に向けて、フラッシュ発光撮影をしないでください。交通事故などの原因となることびあります。 

A 新しい電池と古い電池、違う種類の電池を混ぜて使用しないでください。また、電池の©©を誤って装てんしないよラにご注意ください。電池の破 
裂、液もれにより、発火、けびや周囲をミち損する原因となることびあります。 

カメラの巧側の可動部に軸れないでください。けびの原因となることびありまず。 

^付属の接写レンズを太陽光の当たる堤所に放置しないでください。太陽光び集光した場合には高温になり、発火ややけどの原因になる恐れびあります。 


C€ 


このマークは、安全性、衛生、環境巧び消費ち保裏に関する EU (欧帅 I 連合)の要求事項を,製品び満足していることを围日月するをのです。 
に E とはヨー□ッノて認定に onform 帖 Europeenne ) の略） 


便利に楽しくお使いいただくために 


焼き増しや引き伸ばしもできまず 


お近くの写真店にご相談ください。 


書き込みびでをまず 



水性しソがの筆記用具で写真の余白に書さ込みびでさます。 



主な仕様 


使用フィルム 
画面サイズ 


フジフイルムインスタントカラーフイルム instax mini 
62 mmx 46 mm 


レンズ な目同式レンス2群2枚構成 f 二6日 mm 1:1 2.7 


ファインダー 
撮影 節囲 
シャッター 

露光調節 
フィルム送り出し 
フラッシュ 

セルフタイマー 
液晶表 
電 源 

その他 
大きさ •質量 運さ) 


実债式ファインダー 0.37 倍ターゲットマーク付さ 

電動2点切り替え式 (0 .日 m 〜 3 m /3 m 〜〇〇)撮影範囲： 0.6 m 〜〇〇遠景モード (3 m 〜の） 

プ□グラム式電子シャッター1/3砂〜1/400砂 
吕シャッターボタン(縦位置撮影/横位置撮該） 

自動調節連動範囲： LV 己.〇〜]己.已 (ISO 800) 露光補正(濃淡コント□-ル）； +2/3 EV 
電動式 

低輝度自動発光オートフラッシュ（自動調光）オートモード(背景をれいフラッシュ）強制発光モード 
充電時間：日.2砂〜已砂诗斤品電池使巧時）フラッシュ撮影距離： 0.巨 m 〜 3 m 
電子式作動時間：約10秒連写モードあり途中解除可能 

フィルムカウンター(残数表示式）遠景モード濃淡コント□-ル強制発光モードセルフタイマーモード （1 枚/2枚連写) 
U チウム電池 CR 2 2本撮影可能パック数：約30パック(当社試験条件による） 

フィルムパック確認窓、=脚ねじ穴 

1 12.0 mmx 日巨.巳 mmx 4 目.己 mm (突起部除く）27日邑(電池、ストラップ、フイルム別） 


* 仕様-性能は、予告なく変更する場合びありますのでご了承ください。 


取巧上のお願い 


■ カメラの取り扱い 

1. カメラは精密機械ですから、水に城5したり、落としたりして 
ショックをちえないでください。また、砂の掛かりやすいところ 
には置かないでください。 

2. 市販のストラップをご使用になる場合は、ストラップの強度をご 
確認の上、ご使用ください。携帯電話、 PHS 用ストラップは軽 
量機器巧ですので、ご使巧の際は特にごを意ください。 

3. 云脚を使用するときは、王脚の強度をご確認の上、カメラ本体で 
はなく兰脚の方を回して取り付けてください。兰脚を取り付ける 
際は、兰脚のねじを回しすざた0、無理な力を加えないようごま 
意ください。 

また、力方ラを；脚に取り付けたまま持ち運ばないでください。 
けびをしたり、力^ラを破損する恐れびあります。 

4. 長期間お使いにな5ないとさは、電池を取り出して、湿気、熱、 
ほこりの影響の少ないところに保管してください。 

己.ファインダーなどびミちれた5、ブ□アーブラシでほこりをもい、 
柔5かい巧で軽くふをとってください。 

目.ミちれをふさとるのにシンナー、アルコールなどの溶剤は使用しな 
いで < ださい。 

7. フィルム室に巧れやほこ0びあると、フィルムを傷つけることび 
あります。特に力^ラ内部の清掃は常にむ掛けてください。 

8. 閉めさった自動車の中や、高温の場所、湿気のある場所、海岸な 
どに長時間放置しないでください。 


白.ナフタ U ンなど防虫剤のガスは、カメラにちフイルムにち有害で 
すか5、たんすなどへの収納は避けてください。 

10. このカメラはマイク□コンピューターによって制御されているた 
め、ごくまれにカメラび誤作動する場合びあります。このよラな 
とさは、電池をいったん取り出し、再度入れ直してください。 

11. この力^ラの使用温度範囲は+曰で〜+4日むです。 

■ フィルム、写真の取り扱い 

1 . フィルムは、涼しい乾燥した場所に保管してください。特に閉め 
切った自動車の中などの極端に高温の場所に長時間放置しないで 
<ださし、。 

2. カメラに入れたフィルムは、できるだけ早く撮影してください。 

3 . フィルムを極端に温度の低い場所や高し''場所に置いてしまった場 

合は、通常の温度になじんでか5撮影してください。 

4. フィルムは有効期限内にお使いください。 

己.空港の預け入れ荷物検査などでの強い X 線照射を避けて<ださ 
し、未使用のフィルムにカブ U などの影響び出る場合びありま 
す。手荷物としての機内持ち込みをおすすめします(詳しくは各 
空港でご確認ください)。 

目.写菌ま強し'!光を潮: r 、 涼しく乾燥した場所に保存してください。 


本がから入った異物や、フィルムか5ちれた液によって n — ラー 
び巧れた場合は、富±フイルムフィルムカラ修理相談窓□に 
ご相談ください。 


製品な証規定 


1 . 保証の巧容 

ご購入樓1年!^^内に万一この製品び故障したとさは、この保証書 
を添えてご購入店または弊社フィ>1レムカ^ラ修理相談窓口にお届 
けください。無料で修理いたします。 

なお、お届けいただく際の運賃などの諸費用は、お客様にてご負 
担願います。また、お買い上げ店と弊社間の運賃諸掛かりにつを 
ましては、一部ご負担いただく場合びあります。 

2. 次の場合は保証期間内でわ上記1 . の保証規定は適用されません 
(修理巧能の場含は有料で修理をお引さ受けします)。 

イ.修理ご依頼の際、保証書の提示またはミ系付のないちの。 

□. 保証書にご購入年月日、購入巧名び記入されていない場合、 
または記載事項を改ざんされた場合。 

A . 富±フイルムフィルムカ方ラ修理相談窓口じ(がで分解、修理 
されたちの。 

二.火災、地震、風水害などの天災による損傷、故障。 

ホ.お取扱上の不ま意(使用説明書1^:1外の誤操作、落下、衝撃、水 
掛かり、砂-ミ尼の付着、カメラ内部への水•砂-おの入り込 
みなど)、保管上の不備(高温を湿やナフタリン、しようのう 
の入った場所での保管)、お手入れの不備位、び発生など)によ 
り生じた故障。 


へ本体に付帯している付属品類(ストラップなど)および消耗品 
(電池類など)。 

卜.前記!^が i で弊社の責に帰すことのできなし原因によ0生じた 
故障。 

チ.各部点検、精密検査、分解掃除などを特別に依頼されたもの。 

3. 本製品に巧する保証は前記の範囲に限5れます。本製品の故障 
に起因する付随的損書(撮影に要した諸費用、撮影によって得 
るであろラ利益の損失、精神的な損害など)の捕償には応じか 
ねます。 

4. 本保証書は曰本国巧においてのみ有効です。 

♦ 本保証書は、前記の保証規定により無料修理をお約束するわの 
で、これにより弊社およびそれじ(がの事業者に対するお客様の法 
律上の権利を制限するわのではありません。 

♦ 本保証書の表示に ついて ご不明な点は、弊社問い含わせ先へご相 
談ください。 

♦ 本保証書は紛失されても再発行いたしません。 


アフターサービスにごいて 


お手持ちの製品び故障した場合には、なの要領で修理させていただきます。ご購入店または富±フイルムフィルムカメラ修理相談窓□に 
直接お申し出<ださい。それ政がの責は、ご容赦いただをます。なお、保証、使い方などのご不明な点につさましてち、上記に記載の富± 
フイルムフイルムカメラ修理相談窓口をご利用ください。 


• お料 f 巧串 

故障した製品についてはご購入年月曰、購入店名の記入され 
た、ご購入曰より1年!^:>(内の保証書び添付されている場合に 
は、保証書に記載されている内容の範囲内で、無料修理させて 
いただをます。 

ホ詳しくは、製品保証規定をご覧ください。 

♦ 有料修理 

保証期間を過ぎた修理は、原則として有料となります。保証期間 
内であっても、製品保証規定の「2」に該当する場含はすべて有料 
とな0まず。また運賃請挂卜か0は、お客様にてご負担願います。 

♦ 修理不能 

浸(冠)水、強度の衝撃、その他で損傷びひどく、故障前の性能に 
復元でをないと思われるちの、および部品の手当び困難なちのな 
どは修理でさない場をもありますので、富±フイルムフィルムカ 
メラ修理相談窓口にお問い含わせください。 

♦ 修理部品の保有期間 

この製品の補修用部品は、製造打ち切り後日年を目安に保有して 
お0ますので、この期間中は原則として修理をお引さ受けいたし 
ます。なお、部品保有期間終了後でも修理できる場含もあります 
ので、詳しくはご購入店か富±フイルムフィルムカラ修理相談 
窓□にお問い含わせください。 

♦ 修理ご依頼に際してのご ミ 主意 

1. 保証規定による修理をお申し出になる場含には、必ず保罰書 
を添えてください。 

2. ご購入店や富±フイルムフィルムカ^ラ修理相談窓口で、ご 
指定の修理箇所、故障内容を詳しくご説明ください。故障の 
状態によっては、事故となったフィルムなどを添えてくださ 
ると修理作業の参考になります。 

3. 修理箇所のご指定びないとさは、弊社では各部点検をはじめ 
品質、性能上必要と思われるすべての箇所を修理しますの 
で、料金び高くなることびあります。 


4. 修理料金び高く見込まれる修理のときは「0000円し义上は連 
絡してほしい」と金額をご指定ください。ご指定のないときは 
日 I 日日日円 L 处内の料金で修理完了する場合は修理をすすめさせ 
ていたださます。 

己.修理に関係のない付属品類は、紛失などの事故を避けるた 
め、修理品か5取0がしてお手ちとに保管してください。 

日.修理のために製品を郵送される場含は、ご購入時のが箱など 
に入れてしっか0包装し、必ず書留ノ」でお送0ください。 

7. 修理期間は故障内容によ0多少違いますび、厳重な調整検査 
を行いますので、普通修理品の場含は富±フイルムフィルム 
力ラ修理相談窓口で、お預か0してか5通常7〜1日日位を 
ご予定ください。 

♦ 海が旅行中の故障 

本製品の保証書は国内に限り有効でず。万一、海外旅行中に故障 

や不具合び生じた場合は、持ち帰った後、国内の富±フイルム 

フィルムカメラ修理相詰 i 窓口にお問い含わせください。 
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2 が連写セルフタイマーモード 


] 回シャッターを巧すだけで、2枚連続してセルフタイマー撮該で去るモードです。 
2人で撮影して1枚ずつ分け合ったり、連続撮該したいとさなどに使用します。 






約7巧間点灯 




1巧目 

約3秒間点滅 

鞭： 


約 1.5 巧〜5巧間 
点灯 

故'こ 


2枚目 

約3秒間点滅 

縣 


I が 


&ボタンを吕度巧して、"公 2" を表示させます。 

* フィルムが2枚似上残っていないと、2か連写セルフタイマーモードを選巧できません。 

* 2枚目のフィルムが送り出される際、フィルム出口にある1か目のフィルムが押し出されてをちる場合があります。 


を上手に使うには… 


■ 鏡やガラスなど、光を反射させるものびちるとき 

少し斜めから写すなど、反がホがカメラに入らないように工夫しましょう。 


且 0セルフタイマー q 

〇のボタンを巧しまず。 




通常はこの設定 
で撮彰します。 



写真全体が明るめ 
に撮穀されます。 

• 被写体が暗い感じ 
に写ったときに設 
定してください。 
(例） 




NORMAL ©LIGHTEN 


■ 二人]; Lh の人物を撮影するとを 

カメラからそれぞれの人物が同じ距離に並んで、巧等にフラッシュ光が当 
たるようにしましよう。 



Wii ボタンを巧ずと、撮影 
モードが切り替わります。 

* シャッターを切っても設定はを 
わりません。 

* 電源を巧ると初期言さをに戻りま 
す。 


^心ノ 


暗いところではフラッシュが発光し、周囲の明るさに 
応じて自動的にシャッタースピードが切り替わるフ 
ラッシュモードです。 

♦ 暗いところではス□-シヤッターのフラッシュ 
撮該(ス□ーシンク □) になり、背景をより明る 
く写せます。 

♦ 明るいところではフラッシュは発光しません。 

* 電源を入れたときには、このモードに言ををされます。 



* 暗いところではスローシャツターになりますので、動く被写休の撮影ではブレ 
が生じる場合があります。手ブレ防止のため、テーブルや二脚などを利用して力 
メラを固ますることをおすすめします。また、背景の色は照明の影響を受けやす 
くなります(単ホな下では青緑っぽく、タングステン灯下ではホっぽく写る場合 


4 




周囲が明るくてち暗<てちフラッシュが 
発光しまず。 

♦ 逆光で被写体を 
をれいに 写せます。 





♦ 暗いところでちス□ーシャッターにならず、 
手ブレ防止できます（シャッタースピード： 
1/3□秒)。 

* ただし背景描写が劣る場合があります。 


圍 




屋外などで遠ち (3 m 〜の)を 
撮影するときに使用しまず。 



* 暗いところではスローシャツターになりますので、手 
ブレ防止のため、テーブルや云脚などを利用してカメ 
ラを固をすることをおすすめします。 


♦取り付け方 

レンズのツメび左ちにくるよラにし 
て、まっすぐはめ込みます。 


•取り外し方 

親指で横に巧しなびら弓Iを起こして 
がします。 


V i I 



* 正しくはまると、「カチッ」と音がします。 


取りがけ時•取り外 
し時•使用中には、 
レンブを回乾させな 
いでくださし、□レン 
ブのツメが壌れる恐 
れがあります。 



* 撮影が終わったら、レンズを取りかして 
ください。 

■ ケースの閒け方 




♦撮影 

〇力六ラの撮影距離を0.已 m 〜 3m 
Cii 表おなし）に設定しまず。 


* 使用しないときは 
ケースに入れてイ呆 
营してください。 

* ケースはストラッ 
プに取り付けて持 
ち運びできます。 

きちんとロックして 
ください。 



© レンズを被写体に向けて撮影します。 



参ファインダーを使わずにレンブを被写体に 
向けてください。 

* ファインダーを使うと、ファインダーか 
ら見える範囲と写る範囲にブレが生じ 
ます。 

• 被写体との距離をおよそ 30 cm 〜 40 cm にし 
て撮影すると、よいピントが得られます。 

およそ倍の大きさ 
に写せます。 



接写レンスなし 
60cm 


接写レンズ巧を 
30cm 



幢=液晶表示部に"公"を表示させます。 


スタートしたセルフタイマーモ— 
巧してください。 

* 撮影が終わるとセルフタイマ 
* 約5々間何も操作しなぃと、自! 


且 I ® 包濃激コント□—ル 




1沪 

材的)~ 


©©ボタンを巧ずと、写真を体 
の濃淡の度さいを調節でさます。 

* シャッターを切っても設定はを 
わりません。 

* 電源を切ると初期設定に房りま 
す。 

* 写真全休の濃淡の度合ぃは、周囲 
の明るさや気温などに影響され 
ます。 

キ出来上がった写真の潰滅の度合 
いにより、濃涨コントロールを調 
節してください。 



写真全体が暗めに 
撮影されます。 

♦ 被写体が白っぽく 
写ったときに設定 
してください。 
(例） 


f 


©DARKEN 


があります）。 

* 背景が暗すぎると効果が出ない場合があります。 


—ド 


© 構図を決めて シャツ ターを切りまず。 




n 


■ 


被写体に近づいて大をく写ずことがでをまず 


い认撮露モード 


各部の名郝 


ファインダー 
フラッシュ誇光部 

陣暗いところでは自動 
的に発化します。 

縦位置撮影 
シャツ ターボタン 

横に置撮影 

シャツ ターポタン 


ストラツフ 


フラッシュ受光窓 
AE 受巧窓 
撮影レンズ/ 



渾愈/ 

⑥ d を碱 


液晶表示部 

① フイルム ③ 強制発光モード 

カウンター 陣点滅:フラッシュ充電 中 

霞 セルフタイマー 渾 遠景モード (3 m 〜 〇〇) 


④ ① 


モード 


⑥濃热コント□—ル 


フイルム出 □ 

陣撮影•るみのフィルムが送 
り出されます。 

フイルムバック確認窓 
ファインダー接眼部 
電地ぶた 
雲ぶた□ック 
裏ぶた 



ボタン部 



① POWER (電源)ポタン 
感 0セルフタイマーモードボタン 

1®- 2巧連写も可能です。 

感撮影モードボタン 

(鸦)オートモード(背是きれいフラッシユ)/ 

-暗ぃところでの撮影：スローシャッター【こなり、フ 
ラッシュが発光します（スローシンクロ ）0 
が背景もよりきれぃに写ります。 

-巧るぃところでの撮を：フラッシュは発光しません。 
4強制就モード/ 

固困が巧るくても暗くてもフラッシュ ザ mt します。 

B をスローシャッターじはなりません。 

A 韻モード/遠距難 (3m 〜〇〇)撮影の場合に使用します。 

渾（©©濃热コント□—ル切り替えボタン 

陌^写真全体の邊巧の度合ぃを調節できます。 


撮影の準備 

n ストラップを取り付けます 


* 電池を入れる前にフィルムパックを入れると、フィルムカウンターが誤作動することがあります。 

* フィルムパックをセットした後は、絶がに裏ぶたを開けないでくださし、。フィルムが感光する恐れがありまず。 



* 落下防止のため、持ち運んだ 
り撮影するときはストラップ 
に手首をあしてください。 


且電池を入れます 

■使用ずる電油 

U チウム電池 CR 吕 



2本 

• 2本とも、新しい同じ銘柄•種類 
のものを使用してください。 

• フィルム パックを入れる前に電 
池を入れてください。 

* 新しい電池で約30パック撮影で 
きます(当巧試験を件による）。 




電池容量の確認方法と交換時期 


■ 電池容量び不足気巧:新しい電池を準備してください。 

• フラッシュのあ電にお8砂が上かかるとき 

■ 電地容量なし：新しい電池に交換してくだ立い。 

• 電源を入れてもレンズ—部が動かないとき 
• シャツ ターボタンを押しても シャツ ターが切れず、電源 
が OFF になるとき 

* 化ず2本とも新しい電池に交換してください。 


旦フィルムパックを入れます 

電池び入っていることを確認してから、直射日光を避けて 
行って < ださい。 

■使用ずるフィルム 

フジフイルムインスタントカラーフィルム 
instax mini (チェキ用フィルム） 

• 化のフィルムは使用できません。 

幸フィルムパックには1けの黒いフィル 
ムカバーと10がのフィルムが収納され 
てぃます。 

* フィルムパックはカメラじ入れるを前 
に内裝袋から取りおしてくださぃ。 

* フィルムカバー、背面2力巧の長方形 
の巧は絶さホに押さないでください。 




裏ぶたを閉めまず 



* ひといきで閉めてくださし、。途中で止めた 
り、完全に閉まる前に開け閉めすると、 
フイルムが感化する恐れがあります。 



撮影しよラ 


カメラの構え方 

両手でしっかりカメラを持ちましよう。 



① フラッシュ発光部、フラッシュ受光窓、 AE 受光窓に 
指やストラップを掛けない 

② シャッターボタンは人差し指で巧す 
感ストラッフに手首を通ず 

渾撮影レンズに指やストラップを掛けない 
⑥フイルム出□をふさがない 
* 特に横位置撮影時にはごミ主意くださぃ。 


縦位置撮影 



龜 


横位置攝影 



□ 電源を入れます 


POWER ボタンを巧しまず 

* 電源を入れたまま約5分間放置すると、電源は 
自動的に切れます。 


且構図を巧めます 


且シャツターを 

切ります 



電源を入れたときには、々の設を 
になります。 

①撮影距離： 0.6 m 〜 3 m (表示なし） 
、感フラッシュ：才ートモード(表示なし） 
f 感セルフタイマー:設定なし 
(表示なし） 

④濃淡コントロール ： NORMAL 
(表示なし） 

* 設をは各ボタンを押すと切り替わります。 

* シャッ タ—を切っても設をはをわりません。電源が切れ 
ると、上記の初期設定に房ります。 

* 電源を入れる際、レンブカバーを押さえないでくださ 
し、。レンブカバーが開かなくなる場合があります。 



* 最短撮影距離は 0.6 m 
です。 

* フラッシュ光が届く範 
囲は、 0.6 m 〜 3 m です。 

* 指やストラップなどが 
撮影レンブやフラッ 
シュ発光部、フラッ 
シュ受光窓、 AE 受光窓 
に掛からないようにし 
てください。 



ファインダー內の中 
央にある〇を目まに 
構図を決めます。 



日フイルムび 
送り出されます 


且フイルムを 
取り出します 


フィルムパックを取り出ず 


フラッシュ充電中(あ 
晶表示部の"も’’点滅 
中）はシャッターが巧] 
れません。暗いところ 
などでのフラッシュ撮 
影時には、フラッシュ 
の充電が^了してから 
シャッ ターを 切ってく 
ださい。 

このカメラには蹤位置と楊位置の2つの 
シャツ ターボタンがあります。構固に合わせ 
てシャツターボタンを選巧してください。 



* フィルム出口を指などで 
ふさがないでください。 




最後の1枚を撮り終わると、" な" が表示さ 
れ 、シャツ ターが'切れなくなります。 

フイルムパックを取り出します 


わ巧資1 

* 撮影したフィルムは、撮影の都度取り 
出してくださし、。 

* 也、ずモーターの音が止まってから 
フィルムの先端を持って取り出して 
ください0 



フイルムや出来上がった写真を 
取り扱うときは… 


写真の仕上がり 


フイルムが残っている状態で 
は、絶対に裏ぶたを開けないで 
<ださい。 

* フイルムが感光する恐れがあります。 

キフイルムカウンターがリセットされ、正し 
い撮影可能か数が表示されません。 


已でから40での温度でご使巧いただくと、よい写真 
び得られまず。 

* 気温がほし、ときには、すぐに上着のゆったりしたポケットの 
中などで約30秒間温めてくださぃ。 

* 極端に熱ぃところに置かをぃでくださし、(熱ぃ砂やコンク 
リートの上、ストーブの近くなど）。 



振らない 


巧ばない 


巧らない 


面面內を手で 
押さえない 


* 撮影直後の写真は、画像がををするまで直射日光を避けてください。 
また、写真を振る、曲げる、押さえる、こするなどしないでください。 


しい写真は、"のめの30巧間の温度"び大切でず。 


このフィルムの内部には、黒色の腐食性情アルカリ性)のあが含まれています。撮影後、約10分間でアル 
カリ性は弱まりますが、撮影直後の写真や未使用のフィルムを巧うときは、次のことをずってください。 

万一、この液が巧膚やあ 
服をどについたときは、 
をやかに水で充分洗って 
くださし、。また、目や□じ 
入った場合はただちじ多 
量の水でを分ホった後、 
医師の診断を受けてくだ 
さし、。 


爵壤令^ 

に入れない 切6ない 引きはがさない 



□に入れない 

(特に乳幼児やぺットには 
ごを意ください） 


巧を開けない 


るボタンのほい方 


簡易接写レンズのほい方 


UGHTEN (明るくずる) 


NORMAL (通常) 


DARKEN (暗くずる) 


ら強制発光モード 


遠景モ-ド 


(表巧なし)オートモード 
(背景きれいフラッシュ) 


シャツタ—が切れる 


す。 
ま 
れ 


も L 

ま 
れ 
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夕 


除 

維フ 

は レ 

ご— J 

t セ 

■こ 

苗 

-旣 














































































































































































































































































































































































































































